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1 ． は じめに

　PCCS 色彩体系は、　 （財） 日本色彩研究所の

細野尚志 らに よ り構築された 。
1−9）こ の 色彩体

系は、色彩調和表現の ガイ ドを 目的として お

り、色彩デザイナー
の経験 に基 づい て構 成 され

て い る。PCCS は我が国で 開発された色彩体系

で 、 国内の 色彩デザイナ
ー

の 問で よ く使用 され

て い る 。 PCCS は色を色相、明度、飽和度の 3

属性 で表 記す る。そ して 、PCCS で は トー
ン（色

調）とい う概 念が使われ る。ス ウ ェ
ー

デン の

NCS 色彩体系で も白みw 、 黒 みs 、 色み Crの

ニ ュ ワ ン ス とい う概念が 使われ る 。 小林 らは

10）
、 既 に トーン とNCS の 白み、黒 み、色み の 関

係を分析 して い る 。 筆者 らは、PCCS が どの よ

うな特性かに興味を持ち平成 7年に表題の研究

を行 っ て い たが、報告の 機会を逸 して い た。筆

者 らの分析結果 を報告す る。

2 ． 方 法

　筆者 らは、ク ロ マ トー
ン 707を用 い た。そ し

て 、比較的彩度の 高い クロ マ トー
ン No ．394か

ら707の 色票に つ い て 、 9つ の ト
ー

ン別 に 色票

の 三 刺激値XYZ か らNCS 表記の 黒 みs
，色み Crお

よび色相 に変換 した 。 変換 プロ グラム は、職業

訓練大学校 の久下靖征教授の ご好意 による もの

を使用 さ せ て 頂 いた 。 そ して 、9つ の ト
ー

ン別

に黒 みs色 みCrの平均値 、 標準偏差 、 範囲等の

諸量 を計算 した。

3 ． 結果と検討

　図 1はPCCS 色票の 黒み、色み の NCS 色度図

へ の 置点を示す 。 ラ仆 トーンlt（△ 印）で は 、 色 みが

約20か ら40 に 、 黒み は約5か ら20（白みは95か

ら80）に 分布 して い る 。 こ の 色群は 色み の 少な

い 白 っ ぽい色票 群で あ るこ とが伺 える 。 ダルトーン

d（■印）で は色み約20か ら60、黒 みは約80か ら

95 の 範囲に分布 し て い る 。ビ ピ ッドトーンv （○印）
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　　PCCS 色票の NCS 色度図へ の プロ ッ ト．図中大き

　な印は黒み、色み の 平均値を表わす。

　で は色 みは約60か ら90に 、 黒み は80か ら95に

　分布 して い る 。 これ ら2つ の dとv は色みの 強

　 い 、 黒 っ ぽ い 群で ある 。 図2はブ ライトトーンbtおよ

　びディ
ープ トーンdpを示 した 。 フ

’
ラ仆 トーンは色み が45

　 か ら65、黒みが約 5か ら30の 色みの 強い 、白 っ

　 ぽい色票群 であ る 。 ディ
ープ F一ンは色みが約50か

　 ら80、 黒みが 90か ら100の 色みの 強い ほ とん ど

　 黒 に近 い色票群で ある 。 図3は同様にソフトト
ー
ン

　 sf、ストロング トーンst 、 お よびダ ークトーンdkを示 した 。

　 ソフトトーンで は、色み が約20か ら50、黒 みが約20

　 か ら45に分布 し、中程度の色み の 強さで 、黒み
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　PCCS 色票 の NCS 色度 図 へ の プロ ッ ト。図中大き

な印は黒み、色み の 平均 値 を表わす。

白みが中間の 色群で ある。ストロング トーンは 色みの

強い 、 黒 っ ぽい色群で ある。ダ
　一一

クトーンは色みの

少な い、ほ とん ど黒 に 近い色群 で あ る。図 4 は
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9つ の トー ンに おける色み およ び黒み を平均 し

た結果を示す 。 ライトト
ー
ンlt、　V　7トトーンsf，ダルト

ー
ンd及び

ダ
ー
クト
ー
ンdkは色み が30か ら40の ほ ぼ

一
定で 、黒

み が 10 ，
30，50 ，

　60 と変化 し、 これ ら4っ の ト
ー
ン

は黒み と白みが 系統的にサ ンプ リン グされて い

る 。 ブ ライトトーンbt，
ストロング トーンst及 びデ ィ

ープ トーンdp

もグル
ープを形成 し、 色みが 55 か ら65 とほぼ

一一定で黒み と白み を系統的に サ ンプ リングして

い る 。ブライトト
ー
ンbとピ ピ ッドトーンv も色 みが 75で
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図5PCCS 色票の トーン　 図 6　PCCS 色票の ト
ー

ン

別 の NCS の 黒み s とマ ン セ 別 の NCS の 色み Cr とマ ン

ル明度 V の 関係。図中の 　 セル ク ロ マ C の 関係・図

縦棒は範囲 を表わす。　　 中の 縦 棒は範 囲を表わす ・
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各トL一ンにお けるマ ンセ ル明度V の 関係 を示す 。ト
ー
ンの 増加に伴 っ て明度の低下が認め られる 。 す

なわ ち 、 黒 みが増す とマ ンセル明度 が低下す る

こ とを示 して い る。図6はPCCS 色票 の トーン別 に

NCS 表記の色みCr と マ ンセ ル ク ロ マ C の 関係を

示す 。 図 6（a ）は ト
ー
ンの 増加に 伴っ て色みCrは単

調増加 で あ る。図6（b）はトーンに対 し て マ ン セ ル

ク ロマ C は2群に分かれて い る。これ はPCCS 色

票の サ ンプ リン グに起因する と思われ る ． 図7

はPCCS 色 票の 各 グループの NCS 色相 との 関係

を示す。図 の 横軸はNCS 色相、縦軸は各 ト
ー
ンの

色相を示す。NCS 色相R 近 傍、　 G とB 近傍で 多

少ジグザ グが認め られ る が、他の 色相はほ ぼ等

色相線上 に ある 。 また 、 色相Y と G 及びG と B に

お いて 色相間隔が他の色相に比 べ て 大き い 。こ

れ もPCCS 色票のサ ンプ リングに 起因する と思

われ る。
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図 7　PCCS 色 票 の NCS 色相の 等間隔性。

黒み と白み を変化 させて い る 。 図5は PCCS 色

票 の トーン別に NCS 表記の 黒みs の 平 均値及び マ ン

セル明度V の 関係 を示 した 。 図 5（a）はライトト
ー
ン1t，

ソフトトーンsf，ダルトーン及びダ
一
クトーンdk は黒 み が単調増

加の 傾向を示 した 。ブ ラ卦 トーンbt， ストロング F一ンst．
デ ィ

ープ トーンdpも黒 み の 単調増加 を示す 。 ピ ビ ットト
ーンは黒 み 約 20 で 色み が支配的で ある 。 図 5（b）は

5． むす び

（1）9つ の F−〉分類はNCS 表記の 黒みs と色み Crに

　 お い て 系統的に分類さ れて い る 。

（2）トーン別 の 黒みs とマ ンセル 明度V の 関係は、トー

　 ンの 増加 に 伴 い黒 みs は増加 し 、 マ ンセル 明

　 度は低下す る特性 を示す 。

（3）トーン別 の 色み とNCS 表記の 色み Crはほ ぼ線形

　 関係に ある 。 ト
ー
ン別 の 色み とマ ンセル ク ロ マ

　 は2群 に分かれた 。こ れは PCCS 色票 の サ ン

　 プリン グに起 因す る と思われ る 。

（4）PCCS 色票の 色相等間隔性は、色相Y と G 及

　 びG とB におい て 他 の 色相間 隔に 比 べ 大き

　 い。

文献

1）細野尚志 ，色彩研究 ，
VoL7 ，No ．3，51−65，1960

2）細野尚志 ，色彩研究，Vol．13，No ．4，70−72，1967

3）細野 尚志，色彩研究，Vol．13，No ．4，73−8／，1967

4）矢部和子 ，色彩研 究 ，Vol．13，No ．4，82−95，1967
5）細野 ，平井他 ，色彩研究 ，

Vo1．15 ，No ．3，70−78 ，1968
6）細野尚志，色彩研究，Vol ．15，No ．2，34−39，1969
7）細野 尚志，色彩研究，VOI ，17，No ．2，30−40，1970

8）細野矢部，色彩研究，Vol，170NO ．2，41−45，1967

9）細野尚志，色彩研究，Vol．19，NO ．2，40−45，1967

10）小林，和田，平成9年度 日本色彩学会関西支部大会

講演論文集，24−25，1998

［
．

三 ：コ lls ［一 ］

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


